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０
％
を
コ
シ
ダ
カ
の
既
存
株
主
に

現
物
配
当
す
る
。

　

企
業
に
も
株
主
に
も
税
金
が
発

生
し
な
い
た
め
「
タ
ッ
ク
ス
フ
リ

ー
ス
ピ
ン
オ
フ
」
と
呼
ば
れ
、
米

国
で
は
よ
く
行
わ
れ
る
。
日
本
で

は
２
０
１
７
年
の
税
制
改
正
に
よ

っ
て
可
能
と
な
り
、
こ
れ
が
日
本

初
の
案
件
と
な
る
。

　

投
資
家
が
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト

企
業
を
敬
遠
す
る
傾
向
が
強
ま
る

中
、
タ
ッ
ク
ス
フ
リ
ー
ス
ピ
ン
オ

フ
を
ど
う
活
用
す
る
か
、
経
営
者

は
検
討
を
迫
ら
れ
よ
う
。

　

ポ
ー
タ
ー
賞
は
、
独
自
の
価
値
を
提
供

し
、
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
展
開
し
、
そ
の
業

界
に
お
い
て
高
い
収
益
性
、
Ｒ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
、
Ｒ

Ｏ
Ｓ
を
達
成
し
て
い
る
企
業
・
事
業
を
表
彰

す
る
。
ポ
ー
タ
ー
教
授
は
〝fascinating

〞

痺
れ
る
よ
う
な
戦
略
と
表
現
し
て
い
た
。

　

ワ
ー
ク
マ
ン
は
、
成
功
し
た
分
野
の
隣
の

市
場
で
成
長
を
遂
げ
、
エ
レ
コ
ム
は
自
律
分

散
型
の
組
織
に
よ
り
市
場
変
化
に
対
応
し
続

け
、
エ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
と
Ｕ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
は

人
材
供
給
に
お
け
る
社
会
的
な
課
題
の
本
質

を
と
ら
え
て
独
自
性
を
生
み
出
し
た
。

　

本
年
10
月
、
東
証
一
部
上
場
企

業
の
コ
シ
ダ
カ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

が
、
１
０
０
％
子
会
社
で
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
事
業
を
手
が
け
る
カ
ー
ブ
ス
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
を
、
税
制
適
格
ス

ピ
ン
オ
フ
で
分
離
上
場
す
る
こ
と
を

発
表
し
た
。
カ
ー
ブ
ス
の
株
式
１
０

　

ポ
ー
タ
ー
賞
が
中
小
企
業
や
金

融
、
小
売
業
に
光
を
当
て
て
い
る
こ

と
は
大
き
な
意
義
が
あ
る
。
ビ
ジ
ネ

ス
で
の
競
争
局
面
は
多
様
化
し
、
中

小
企
業
の
多
く
が
人
材
や
資
源
獲
得

で
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
課
題
の
解
決
や
情
報
通

信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
活
用
、
事
業
承

継
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
今
後

の
ポ
ー
タ
ー
賞
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。
同
賞
が
多
様
な

企
業
に
光
を
当
て
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。

　

「
実
行
で
き
る
理
想
を
」
と
い
う

理
念
を
掲
げ
、
戦
略
策
定
、
実
行
に

ま
で
深
く
入
り
込
ん
で
企
業
を
支
援

し
て
い
る
。
日
本
に
は
優
れ
た
戦
略

を
持
つ
企
業
が
多
い
が
、
企
業
研
究

の
分
野
で
は
大
企
業
や
製
造
業
に
関

心
が
偏
っ
て
い
る
。

ロ
セ
ス
が
必
要
。
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
２

つ
の
異
な
っ
た
役
割
に
つ
い
て

理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

大
薗　

デ
ジ
タ
ル
技
術
で
事

業
を
変
革
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｄ
Ｘ
）
」
な
ど
、
多
く
の
変

革
を
起
こ
す
際
、
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
と
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
必

要
だ
。
リ
ー
ダ
ー
は
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
埋
没
し
て
は
い
け
な

い
。

　

青
井　

Ｄ
Ｘ
の
場
合
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
ど
ん
ど
ん
取
り
入

れ
ば
良
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
。
消
費
者
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

が
主
で
オ
フ
ラ
イ
ン
が
従
と
い

う
「
ア
フ
タ
ー
デ
ジ
タ
ル
」
の

中
で
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
に
気

づ
く
こ
と
が
大
事
だ
。
生
活
の

変
化
に
企
業
を
同
期
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

髙
島　

何
で
も
か
ん
で
も
デ

ジ
タ
ル
に
す
れ
ば
良
い
と
は
思

わ
な
い
。
「
強
み×

デ
ジ
タ

ル
」
で
勝
負
を
す
る
と
、
イ
ン

パ
ク
ト
が
出
や
す
い
。

ク
ト
が
出
て
く
る
。
常

に
全
体
像
を
理
解
す
る

よ
う
に
し
て
一
つ
の
問

題
を
考
え
る
と
、
他
に

重
要
な
要
因
が
影
響
を

与
え
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。

　

私
が
取
り
組
ん
で
い

る
研
究
で
来
年
出
版
予

定
の
も
の
は
、
「
民
主

主
義
」
を
テ
ー
マ
に
し

て
い
る
。
今
、
世
界
中

で
民
主
主
義
が
機
能
し

て
い
な
い
と
い
う
問
題

が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
経

済
発
展
や
競
争
戦
略
に
取
り
組

ん
で
き
た
が
、
政
治
が
機
能
し

な
け
れ
ば
足
か
せ
に
な
る
。
米

国
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
イ
ン
フ
ラ
の
再
構
築

だ
。
う
ま
く
い
く
か
ど
う
か
分

か
ら
な
い
が
、
挑
戦
し
て
み
た

い
。

　

リ
ー
ダ
ー
は
、
世
界
を
狭
い

視
点
で
は
な
く
、
広
い
視
野
で

見
る
こ
と
が
大
切
だ
。
事
業
戦

略
と
企
業
戦
略
に
は
異
な
る
プ

う
こ
と
だ
。
農
家
訪
問
と
お
客

様
と
の
会
談
は
定
期
的
に
予
定

に
入
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

る
。
飛
行
機
に
乗
る
な
ど
物
理

的
に
目
線
が
上
が
っ
た
と
き
に

は
、
目
線
を
上
げ
た
こ
と
し
か

考
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

大
薗　

ポ
ー
タ
ー
氏
は
次
の

リ
サ
ー
チ
の
課
題
を
ど
の
よ
う

に
決
め
て
い
る
の
か
。

　

ポ
ー
タ
ー　

私
の
場
合
、
一

つ
の
問
題
か
ら
次
の
プ
ロ
ジ
ェ

長
で
あ
る
私
は
事
業
の
一
切
を

見
な
い
こ
と
に
し
て
、
戦
略
と

企
業
文
化
づ
く
り
の
２
つ
を
主

に
手
が
け
る
こ
と
に
決
め
た
。

　

髙
島　

企
業
規
模
が
大
き
く

な
っ
た
こ
と
で
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
の
仕
事
が
多
く
な
り
、
目
線

の
上
げ
下
げ
の
仕
組
み
づ
く
り

が
大
切
に
な
っ
た
。
目
線
を
下

げ
る
と
は
、
現
場
を
知
る
と
い

す
る
こ
と
で
あ
る
。
プ
ロ
セ
ス

に
は
戦
略
も
含
ま
れ
る
。
戦
略

と
時
間
管
理
は
陰
陽
の
関
係
だ

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

大
薗　

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・

管
理
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
変

革
の
２
つ
を
ど
う
や
っ
て
均
衡

さ
せ
る
の
か
。

　

青
井　

グ
ル
ー
プ
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ

と
事
業
会
社
の
社
長
を
兼
任
し

て
い
た
が
、
実
際
は
な
か
な
か

難
し
い
。
事
業
に
入
り
込
ん
で

し
ま
い
、
中
長
期
の
戦
略
を
考

え
る
余
裕
が
削
ら
れ
る
。
こ
れ

を
回
避
す
る
た
め
、
明
確
に
役

割
を
分
け
、
持
ち
株
会
社
の
社

　

大
薗　

戦
略
論
と
時
間
マ
ネ

ー
ジ
メ
ン
ト
の
関
係
を
ど
う
考

え
れ
ば
い
い
か
。

　

ポ
ー
タ
ー　

戦
略
は
リ
ー
ダ

ー
に
と
っ
て
の
最
も
強
力
な
ツ

ー
ル
だ
。
社
内
統
合
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
が
戦
略
で
、
多
く
の
社
員

が
同
じ
よ
う
に
戦
略
を
理
解
し

て
い
れ
ば
素
晴
ら
し
い
。
Ｃ
Ｅ

Ｏ
の
時
間
管
理
に
つ
い
て
の
新

し
い
研
究
課
題
は
、
「
ど
う
す

れ
ば
社
内
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

チ
ー
ム
が
仕
事
の
質
を
ベ
ス
ト

な
形
で
強
化
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
」
だ
。
リ
ー
ダ
ー
の
仕
事

は
、
仕
事
の
プ
ロ
セ
ス
を
確
立

る
。
３
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
共

通
す
る
の
は
、
最
高
レ
ベ
ル
の

教
育
を
少
人
数
で
個
々
の
学
生

に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て
提
供
し

て
い
く
と
い
う
考
え
方
だ
。

　

環
境
問
題
な
ど
世
界
が
抱
え

る
深
刻
な
問
題
の
解
決
に
は
、

異
な
る
意
見
を
排
除
せ
ず
に
話

し
合
い
を
進
め
、
新
た
な
創
造

を
生
み
出
す
必
要
が
あ
る
。

「
Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ  

ｏ
ｆ  

Ｔ
ｗ
ｏ  

Ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ
ｓ
」
と
い
う
言
葉

の
通
り
、
２
つ
の
世
界
の
融
合

は
我
々
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ

り
、
競
争
力
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

も
世
界
の
融
合
に
つ
な
が
る
。

企
業
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
皆

様
と
教
育
・
研
究
に
携
わ
る

我
々
が
同
じ
テ
ー
マ
で
議
論

し
、
新
た
な
創
造
を
生
み
出
す

こ
と
に
は
高
い
意
義
が
あ
る
と

考
え
る
。

　

ポ
ー
タ
ー
賞
は
19
回
目
を
迎

え
、
今
年
は
新
た
に
４
社
が
受

賞
し
た
。
一
橋
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク

ー
ル
国
際
企
業
戦
略
専
攻
（
一

橋
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）
は
２
０
０
０
年
に

誕
生
し
た
専
門
職
大
学
院
だ
。

様
々
な
研
究
・
教
育
活
動
を
行

っ
て
き
た
結
果
18
年
、
英
国
の

大
学
評
価
機
関
、
Ｑ
Ｓ
グ
ロ
ー

バ
ル
Ｍ
Ｂ
Ａ
ラ
ン
キ
ン
グ
で
Ｍ

Ｂ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
国
内
で
１

位
と
な
っ
た
。

　

我
が
校
に
は
Ｍ
Ｂ
Ａ
の
他
に

パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ａ
、

研
究
者
向
け
の
Ｄ
Ｂ
Ａ
が
あ

内
訳
は
、
仕
事
31
％
、
睡
眠
29

％
、移
動
10
％
、プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

25
％
、
休
暇
５
％
と
の
結
果
を

得
た
。
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
時
間
の
75
％

は
、
細
か
く
予
定
が
決
ま
っ
て

い
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。誰
も
が

Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
時
間
を
欲
し
が
る
の

で
、
自
分
の
優
先
順
位
を
は
っ

き
り
さ
せ
て
時
間
配
分
を
そ
れ

に
合
わ
せ
る
こ
と
が
大
事
だ
。

　

長
い
期
間
心
身
の
充
実
を
求

め
ら
れ
る
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
の
よ
う
な
も
の

だ
。
健
康
管
理
や
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
な
時
間
を
確
保
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
し
、
急
な
事
態
に
対

応
す
る
た
め
の
余
裕
も
予
定
に

組
み
入
れ
る
こ
と
が
重
要
だ
。

予
定
を
調
整
す
る
エ
ク
ゼ
ク
テ

ィ
ブ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
役
割
は

重
要
だ
。

　

最
高
経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ

Ｏ
）
の
行
動
を
理
解
す
る
た

め
、
時
間
の
使
い
方
の
デ
ー
タ

を
収
集
・
分
析
し
た
。２
０
１
８

年
に「
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス

レ
ビ
ュ
ー
誌
」
で
発
表
し
た
際

に
は
、
多
く
の
反
響
を
得
た
。

　

Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
１
日
平
均
12
・
６

時
間
、
１
週
間
平
均
で
63
時
間

仕
事
を
し
て
い
た
。
週
末
も
全

体
の
79
％
が
平
均
４
時
間
の
仕

事
を
こ
な
し
、
休
暇
中
も
常
に

臨
戦
態
勢
に
あ
っ
た
。　

　

Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
時
間
の
使
い
方
の
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受賞企業

青井 浩氏丸井グループ 社長

大薗 恵美氏

髙島 宏平氏オイシックス・ラ・大地
社長

マイケル E・ポーター氏
パネラー

ファシリテーション

競争戦略と時間管理は陰陽の関係 ポーター氏

中長期戦略のために役割を分担青井氏

変革にリーダーの関与は必須大薗氏

「強み×デジタル」で勝負 髙島氏

日
本
初
タ
ッ
ク
ス
フ
リ
ー
ス
ピ
ン
オ
フ

企
業
の
優
れ
た
戦
略
に
注
目

　当社はパソコンや携帯電話の周辺機
器・アクセサリー開発、製造販売を手
がける。差別化が難しい業界にありな
がら、シェア1位のカテゴリー数は業界トップである。
　効率を追求することで業績を上げてきたが、ベースには
競争の戦略がある。二十数年前、ベンチャー企業として売
り上げ年々倍増を追求した際、一度倒産寸前まで追い込ま
れた。その時に出会ったのがポーター教授の著書『競争の
戦略』だった。当時、売上の半分を占めていたハードディ
スクやメモリーから撤退、強みであるマウスなどアクセサ
リーに絞る戦略をとった。
　家電量販店の売り場では棚の運営を行うことで業績を上
げた。扱う商品は多岐にわたり約20,000点を数年で入れ替
える。開発・調達・営業などの各担当部署に権限移譲し、
意思決定の速さにつなげている。効率を重視しながら、約
200人の検証・サポートメンバーがきめ細かく顧客に対応
する。今後は技術力を上げ、世界を視野に企業間取引「Ｂ 
ｔｏ Ｂ」にも注力していく。

エレコム

UTグループ マニュファクチャリング部門（UTエイム）

エン・ジャパン  中途求人メディア事業部

ワークマン

　当社は製造現場への人材派遣を手が
け、創業25年目だ。24歳で起業した当
時、40、50代のスタッフに「社会保険に
入りたい」と言われたのを契機に、全員に長期的安定雇用を
提供しようと考え、正社員として雇用し、派遣している。
　大事にしているのは、安心・つながり・成長だ。一般的な
派遣社員は不安定さや孤立感を抱きがちで、スキルアップ
の機会も得にくい。当社は社員のキャリアアップ支援にも力
を入れ、個々のスキルを25段階に分け、学び、成長する機
会を提供している。
　現場へは一人ではなく、基本30人以上のチームで派遣し
ている。また500人強の社内認定キャリアパートナーが、社
員へキャリア形成の相談、助言を行っているのが特徴だ。
　工場派遣からエンジニア部門へのキャリアチェンジを支
援するグループ内転籍制度「One UT」、派遣先企業への正社
員登用を支援する「Next UT」という仕組みも設けている。
　企業の人手不足が問題視される中、毎月１万人以上の応
募があり、500～1000人の採用を実現している。

　当社は、建築現場などの作業着を中
心とした小売り店。フランチャイズシ
ステムで全国855店舗を展開する。大
企業向け販売は専門知識や配達が必要で、競争相手が多い
などデメリットがあるため、個人向け販売に絞っている。
　顧客第一ではあるがフランチャイズオーナーの働きやす
さも考えた仕組みになっている。顧客の多くはリピーター
なので、店舗のレイアウトは全国一律。余計なプロモーシ
ョンも不要だ。
　営業時間は午前7時～午後8時だが、開店5分前入店、閉
店5分後帰宅も可能だ。一般的な店は閉店後にレジを精算
するが、当社は時間に余裕のある午後2時に精算する。
　業務用製品なので品質にもこだわっている。一般客向け
にアウトドアでも使えるウェアなどを販売するワークマン
プラスも好評だが、品質の良さは維持している。業務用顧
客の多くは平日朝・夕の出勤前後の来店が多く、一般客は
午前10時以降の昼間や土日に多い。「二毛作店舗」と呼ん
でいるが、アイドルタイムが減り効率も上がっている。

　転職サイト「エン転職」は、求職者
の入社後の活躍・定着に重きを置く。
仕事の厳しさや否定的なクチコミなど
求人企業に一見不利な情報も掲載。正直な情報開示により
ミスマッチのない転職・採用を支援し差別化する。
　広告サイズは全プランで統一しており新着順に掲載。求
職者が広告の大小に左右されず、同じ情報量で比較検討で
きる点がメリットだ。リーマン・ショック後に売り上げが
半減し、一時、売上重視に変更したが、当社の強みである
「求職者重視」のサービス設計に変更し売上を伸ばした。
　入社した方が、活躍・定着すれば企業は成長する。次に
また採用支援をさせてもらうことで当社の売上が上がると
いうサイクルをつくりたい。企業が無料で採用サイトを作
成できるサービス「エンゲージ」も始まった。転職では多
くの求職者が求人サイトと並行してクチコミや会社の採用
サイトもチェックし意思決定する。当社のノウハウを企業
側の採用サイトでも活用してもらうことで入社後活躍を支
援していきたい。
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楠木 建氏野間 幹晴氏

一橋ビジネススクール
経営管理専攻 教授

　独自戦略で高収益や効率経営を実現している企業を表彰するポーター賞。第
19回受賞式を兼ねた「競争力カンファレンス２０１９」が５日、東京・千代田
の一橋講堂で開かれた。今回は３年ぶりにマイケル・Ｅ・ポーター米ハーバード
大教授が参加。特別講演を行い、聴衆は熱心に耳を傾けた。

戦略にイノベーションを起こす
第19回 ポーター賞　競争力カンファレンス2019
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